
さいたま市の予算は次のとおり、３つの会計区分から構成されています。

一般会計予算額を歳入･歳出（性質別）に分けて見ていくと、次のようになります。

さらに歳出予算を目的別（割合の多い順）に分けて見ていくと、次のようになります。

・国民健康保険事業
・介護保険事業
   ほか２０事業

・水道事業
・病院事業
・下水道事業

教育､福祉､医療や道路・公園
の整備など市の基本的なサー
ビスを行うもの

さいたま市のH18年度予算の概要

さいたま市の平成１８年度予算規模（全会計予算総額）　　６，７２９億円

一般会計

３，６１８億円
(構成比53.8％)

特別会計

２，１１６億円
(構成比31.4％)

企業会計

９９５億円
(構成比14.8％)

款 予算額 構成比 区　分 予算額 構成比

人件費 764 21.1%

扶助費 460 12.7%

物件費ほか 865 23.9%

繰出金 285 7.9%

維持補修費 49 1.4%

投資的経費 649 17.9%

公債費 353 9.7%

積立金ほか 193 5.4%

歳 出 合 計 3,618 100%

平成１８年度一般会計歳出予算
（性質別）

（単位：億円）

456

市税

使用料・手数料
ほか

国庫・県支出金
ほか

市債

829

平成１８年度一般会計歳入予算

（単位：億円）

歳 入 合 計 3,618 100%

55.0%

9.5%

22.9%

12.6%

1,990

343

（単位：億円）

区　分(目的別) 予算額 構成比

民　生　費 952 26.3%

土　木　費 896 24.7%

衛　生　費 390 10.8%

総　務　費 390 10.8%

教　育　費 380 10.5%

公　債　費 364 10.1%

そ　の　他 246 6.8%

住民票の発行、ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰの運営、選挙などに要する経費

説　　明

保育園、乳幼児医療費、児童手当等に要する経費

道路・公園・河川整備などに要する経費

予防接種、健康診査、ゴミの収集・処理などに要する経費

小学校・中学校教育、公民館・図書館の運営などに要する経費

平成１８年度一般会計歳出予算（目的別）

歳 出 合 計 3,618 100%

市債の元利償還に要する経費

議会運営・消防などに要する経費


